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第  1  章 命をつなぐ

　2011年3月11日に発生した東日本大震災で
は、数多くの尊い命が失われました。私たち
の仲間やその親族も、命を落とされました。
まずここに、心よりご冥福をお祈り申し上げ
ます。

　この冊子は、東日本大震災が発生してから
のおよそ1年間における私たちの取り組みを
記録したものです。「想定外」の事態が次々に
起こる未曽有の災害だったため、振り返れば
あの非常時によくここまでできたと思えるこ
ともあれば、企業理念「私たちは“みんなと暮
らすマチ”を幸せにします。」と考え合わせた
時、もっとできることがあったのではないか
と悔やまれることもあります。「なし得たこと」
と「なし得なかった」こと。この冊子では、そ
の両者ともに、ありのままに書き記しました。

　私たちは、東日本大震災の対応を進める中
で、阪神・淡路大震災を始めとする過去の災
害発生時の「記憶」に助けられました。もし過
去の災害対応の失敗を教訓として思い起こす
仲間がいなければ、今回の震災対応において
ももっと大きな失敗を繰り返していたはずで
す。私たちにとって成功と思える事例も、「痛
み」とともに思い起こす失敗事例も織り込み
ながらこの冊子を作成したのは、今回の震災
対応を「記憶」でなく「記録」として留めて、こ
こで得られた教訓を風化させないためです。
将来のローソンを担っていく人たちに向け
て、この冊子を編集しました。 

 コミュニケーションステーション

災害対策会議の議事録や関係者へのインタ
ビュー、取材いただいたテレビや新聞、雑誌
の報道内容などを基に、時系列を重視し、読
みやすいようにストーリー性を加味して構成
しました。記事中に登場する役職員は敬称略
とさせて頂きました。
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しい揺れが、まどろみを破
る。3月11日14時46分。深
夜の業務を終えて仮眠を

取っていたローソン山元町高瀬店（宮
城県）のオーナー・松田義重は大きな
揺れに飛び起きた。
　脳裏に浮かんだのは「崖」のことだっ
た。同店は切り立った崖を背に立って
いる。数年前の地震で、この崖は土砂
崩れを起こして建物の一部を埋めた。
これだけの揺れだ。店や駐車場に、ま
た土砂が襲い掛かっているかもしれな
い。もし万が一お客様や従業員が巻き
込まれたら。松田は思った。もうロー

ソンの制服に袖を通すことはできな
い。生きがいだった店を手放さなけれ
ばならないだろう。
　携帯電話が鳴った。電話機からは店
員の悲痛な声が聞こえる。
　「崖が崩れました。駐車場が埋まって
います！」
　松田は店に走った̶̶。

＊　　＊　　＊

　同時刻、東北支社長の安平尚史は支
社のある仙台を離れて、秋田支店で「エ
リア戦略ミーティング」に参加してい
た。激しい揺れが支店を襲い、ほどな

く会議室の蛍光灯が消えた。
　支社長だけでない。副支社長、商品
部長も同じミーティングに参加してお
り、支社を留守にしていた。つまりこ
れは、ローソン東北支社が、指揮命令
系統のトップ不在のまま震災対応の指
揮を執らざるを得ない状況に追い込ま
れたことを意味する。
　「すぐに帰るぞ！」
　だが、まもなく安平はその指示が実
行不可能だと知った。交通網、通信網
ともに寸断されており、「帰る」のはお
ろか仙台の状況すら把握できなかっ
た。ラジオなどの情報から震源が太平

洋側であることが伝わると、安平はさ
らに青ざめた。秋田でこの揺れだ。震
源により近い仙台は、一体どうなって
いるのか。
　「まだ電話は繋がらないのか！」
　焦りとは別に、時間は無情にも刻一
刻と過ぎていく̶̶。

＊　　＊　　＊

　同時刻、東京・大崎のローソン本社
も大きく揺れた。「これは大きい」。
CCO（チーフ・コンプライアンス・オ
フィサー）としてリスク管理を担当す
る浅野学は、時計に目を向けた。14時

46分。「震度5強以上の地震が発生した
ら対策本部を立ち上げる」と災害対策
マニュアルにある。浅野はチームの部
下たちに指示を出した。
　「対策本部を立てるぞ」
　召集されるメンバーもマニュアルで
決められている。所定の会議室にメン
バーたちが駆け足で集まった。浅野は
もう一度時計を見る。14時50分。震災
発生から5分も経っていない。浅野は
出席者に向かって宣言した。
　「メンバーが集まったので、対策会議
を立ち上げます」
　しかし、浅野はこの時点では知らな

い。マニュアル通りに対応できるのは
「ここまで」だった。以後、重なる「想
定外」に翻弄され、対策会議は無力感を
相手に闘い続ける場となる。

＊　　＊　　＊

　震災発生から数十分後、東北地方の
太平洋沿岸に大津波が押し寄せた。激
しい揺れにも踏みとどまっていた建物
は濁流に飲まれ、押し流された。福島
県の原子力発電所にも回復困難な損傷
を与えた。
　激震は「未曾有の大災害」へと姿を変
えていく。

激


